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このマニュアルの使用法

この節では、製品情報、ドキュメントとフィードバックのリンク、およびドキュメ
ントの変更履歴を示します。

■ 5ページの「製品のダウンロード」
■ 6ページの「ドキュメントおよびフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

製品のダウンロード
すべてのOracle x86サーバーおよびサーバーモジュール (ブレード)用のダウンロード
は、My Oracle Support (MOS)にあります。MOSには 2種類のダウンロードがありま
す。

■ ラック搭載サーバー、サーバーモジュール、モジュラーシステム (ブレード
シャーシ)、またはNEMに固有のソフトウェアリリースバンドル。これらのソフ
トウェアリリースバンドルには、Oracle ILOM、Oracle Hardware Installation
Assistant、およびそのほかのプラットフォームのソフトウェアとファームウェア
が含まれます。

■ 複数のタイプのハードウェアで共通するスタンドアロンソフトウェア。このソフ
トウェアには、Hardware Management PackとHardware Management Connectorsが
含まれます。

▼ ソフトウェアとファームウェアのダウンロード

http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの上部にある「Patches and Updates (パッチと更新)」タブをクリックします。

「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Product or Family (製品またはファミ
リ)」 (「Advanced Search (高度な検索)」)をクリックします。
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「Product? Is (製品は?)」フィールドに、一致するもののリストが表示されるまで製品
名の全体または一部を入力し (例: Sun Fire X4800 M2)、目的の製品を選択します。

「Release? Is (リリースは?)」プルダウンリストで、下矢印をクリックします。

表示された画面で、製品フォルダアイコンの隣にある三角印 (>)をクリックし選択肢
を表示してから、該当するリリースを選択し、「Close (閉じる)」をクリックしま
す。

「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Search (検索)」をクリックします。
製品のダウンロードのリスト (パッチとしてリストされる)が表示されます。

目的のパッチ名を選択します。たとえば、X4800SW1.1 - Oracle ILOMおよびBIOSの場合
は10333322です。

表示された右側の区画で、「Download (ダウンロード)」をクリックします。

ドキュメントおよびフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Fire X4800 M2 http://download.oracle.com/

docs/cd/E20815_01/index.html

Oracle ILOM 3.0 http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/

sys-mgmt-networking-190072.html#ilom

このドキュメントについてのフィードバックは次のURLからお寄せくださ
い。http://www.oracle.com/goto/docfeedback.

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、節など
の番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やご使用にあたってなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを取得するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。
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寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Michael Bechler、Ray Angelo、Mark McGothigan。

寄稿者: Kevin Cheng、Tony Fredriksson、Richard Masoner。

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2011年 7月。初版。

変更履歴
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サーバーのラックへの取り付け

この節では、サーバーをラックに設置する方法を説明します。

次の点に注意してください。

■ すでにラックに設置された状態でサーバーが出荷されている場合は、47ページ
の「出荷用留め具を取り外す方法」に進んでください。

■ ラックに設置された状態でサーバーを出荷する場合は、43ページの「出荷用留
め具を取り付ける方法」の説明に従って出荷用留め具を設置する必要がありま
す。

この節では、次の項目について説明します。

■ 9ページの「必要な工具とスタッフ」
■ 10ページの「オプション装置の設置」
■ 10ページの「互換性のあるラック」
■ 11ページの「サーバーを開梱する方法」
■ 13ページの「ラック搭載キットの内容」
■ 15ページの「サーバーのラックへの設置」
■ 43ページの「出荷用留め具の取り付けと取り外し」

必要な工具とスタッフ

注意 –サーバーは、部品が完全に取り付けられた状態で約 180ポンド (100 kg)の重量
があります。怪我や装置の破損を防ぐために、機械式リフトを使用してラックに
サーバーを取り付けてください。リフトを使用できない場合は、15ページの「部品
を取り外して軽量にする方法」の説明に従って、部品を取り外します。これに
よって重量が 80ポンド (45 kg)まで低減します。

装置は常にラックの底部から上へと取り付け、ラックの上が重くなって転倒しない
ようにします。装置の取り付け時にラックが転倒しないように、ラックの転倒防止
バーを配備します。

サーバーをラックに設置する前に、必要な工具、装置、スタッフを揃えます。
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必要な工具、装置とスタッフ メモ

訓練を受けたスタッフ 2名 サーバーの設置とリフトの操作に 2名のスタッフが必要で
す。

No.2 10インチのプラスドライバ
(磁気チップ仕様のものを推奨)

機械式リフト 強く推奨します。使用できない場合は、サーバーの重量を低
減してください。15ページの「部品を取り外して軽量にする
方法」を参照してください。

対応するラック 10ページの「互換性のあるラック」を参照してください。

ラック搭載キット 15ページの「サーバーのラックへの設置」を参照してくださ
い。

出荷用留め具 43ページの「出荷用留め具の取り付けと取り外し」を参照し
てください。
■ ラックに設置された状態でサーバーが出荷された場合
は、集荷用留め具を取り外す必要があります。

■ ラックに設置された状態でサーバーを出荷する場合は、出
荷用留め具を取り付ける必要があります。

オプション装置の設置
DIMM、PCIe EM、NEM、電源装置、CPUモジュールといったオプションの設置方
法については、『Sun Fire X4800 M2サーバーサービスマニュアル』を参照してくださ
い。

問題と既知の回避方法については、『Sun Fire X4800 M2サーバーご使用にあ
たって』を参照してください。

互換性のあるラック
ラック搭載用ハードウェアは、次の仕様を満たす、さまざまな標準装置ラックに対
応しています。

■ 前後左右で固定する形式の 4ポストラック。

注 – 2ポストのラックにはマウントできません。

■ ラックには、5RUのスペースが必要です。
■ ラックは、水平方向の開口部およびユニットの垂直方向のピッチがANSI/EIA

310-D-1992または IEC 60927標準規格に準拠している必要があります。

オプション装置の設置
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■ 前面の取り付け面と背面の取り付け面との距離が、約 26から 34.5インチ (660.4
mmから 876.3 mm)あること。

■ 前面の取り付け面から手前側の、前面のキャビネットドアまでの距離が 25.4 mm
(1インチ)以上である。

■ 前面ラック取り付け面と後ろの背面キャビネットドアまでの間に 27.5インチ (700
mm)以上の間隔があること。

■ 前方の支柱と後方の支柱との間にある構造サポートとケーブルスルーとの距離が
456 mm以上であること。

▼ サーバーを開梱する方法
次の図ではパッケージコンポーネントを示します。

箱の上部を開きます (1)。

a. ストラップを切断します。

b. テープを切断するか外します。

c. フラップを開きます。

ボックス (1)を持ち上げてサーバーから外します。

アクセサリトレイ (2)を外して近くに置きます。

発泡スチロールの 3つの梱包材を取り出します (4)。

サーバー (5)をラックに取り付けるとき:

■ サーバー (5)をパレット (6)から外します。
■ または、サーバーを載せたまま機械でパレットを持ち上げ、ラックの所定の位置
に移動し、サーバーをパレットからラックに直接スライドさせます。
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互換性のあるラック
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説明 説明

1 ボックス

1

3

2

4

5

4

4
6

互換性のあるラック
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説明 説明

2 アクセサリトレイ (ラック搭載キット、出荷用留め具、ほかのアイテムを
含む)

3 ラック搭載キット

4 発泡スチロール梱包材

5 サーバー

6 パレット

13ページの「ラック搭載キットの内容」

ラック搭載キットの内容
ラック搭載用キットには次のハードウェアが含まれています。

参照

ラック搭載キットの内容
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各部の説明

1 上部後側ブレース サーバーの上部後側のポストに取り付けます。

2, 3 左棚レール (2)および右棚レール
(3)

前面と背面のアダプタ部品がラックに取り付けられる
と、棚レールが所定の位置に収まります。レールの
フックが前側と後側のブラケットのスロットに引っか
かるようにします。

ラックの奥行きと一致するところまで棚レールが伸長
します。

これらはスライドレールではありません。いったん
シャーシに搭載されると、サーバーは動きません。

2
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ラック搭載キットの内容
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各部の説明

4 M6および 10-32のねじの組み合
わせ

ねじはサイズ別および種類別に
まとめられています。その内容
を次に示します。
■ 12 – M6 X 16
■ 12 – M6 X 12
■ 4 – M6 X 4平頭
■ 4 – 10-32 X 10
■ 12 – 10-32肩付きねじ

異なる設定に対応するために、予備のねじが用意され
ています。未使用のハードウェアは、設置完了後に破
棄またはリサイクルできます。

5 アダプタブラケット (各 4個の 2
セット)

これらの部品はラックに装着され、棚レールを支えま
す。

アダプタブラケットには、丸穴型ラック用と角穴型
ラック用の 2セットがあります。ラックに合った
セットを使用してください。

6 M6ケージナット 上部後側のブレースを角穴型ラックに取り付けるため
に使用します。

サーバーのラックへの設置
この節では、サーバーをラックに設置する方法について説明します。説明項目は次
のとおりです。

■ 15ページの「部品を取り外して軽量にする方法」
■ 20ページの「サーバーに部品を再取り付けする方法」
■ 21ページの「角穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」
■ 30ページの「丸穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」
■ 39ページの「サーバーをラックに挿し込む方法」

注 –ラック搭載用キットには、スライドレールが含まれていません。いったん設置さ
れたサーバーは、スライドしてラックに入ったりラックから出たりすることはあり
ません。

▼ 部品を取り外して軽量にする方法
この手順では、2人でラックに持ち上げられるようにサーバーから部品を取り外す方
法について説明します。機械式リフトを使用する場合、この手順は必要ありませ
ん。

サーバーのラックへの設置
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注意 –回路基板およびハードドライブには、静電気に非常に弱い電子部品が組み込ま
れています。衣服または作業環境で発生する通常量の静電気によって、これらのデ
バイス上にある部品が損傷を受ける場合があります。静電気予防が施されていない
部品、特にコネクタ付近には触れないでください。詳細は、『Sun Fire X4800 M2
サーバーサービスマニュアル』の「静電気防止の注意事項と手順」を参照してくだ
さい。

注 –この手順では、サーバーの電源が切断され、ケーブルがすべて取り外された状態
を想定しています。

すべてのCPUモジュールはスロット番号でマークされます。

注意 –システムエラー防止のため、CPUモジュールを元の位置に戻す必要がありま
す。シャーシから取り外す前に、CPUモジュールスロットの位置に印を付けておい
てください。

シャーシの前方からCPUモジュールを取り外します。

このシャーシにはCPUモジュールスロットが 4つ含まれており、それぞれCPUモ
ジュールとフィラーパネルのいずれかが取り付けられている必要があります。

注 –フィラーパネルは軽量なので取り外す必要はありません。

始める前に

1

2

サーバーのラックへの設置
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各CPUで次の操作を行います。

a. 緑色の爪をつまみ、取り外しレバーを取り外します (1)。

b. 両方の取り外しレバーを引き出し、モジュールを取り外します (2)。

注意 –モジュールがシャーシからある程度引き出されたら、取り外しレバーを閉
じて、モジュールを握ります。モジュールを取り扱うときは、取り外しレバー付
近に触れないでください。

c. シャーシから離れるまでモジュールをゆっくりと前に引き出します (3)。

注意 – CPUモジュールには重量があります。両手で取り扱ってください。

d. CPUモジュールの取り外しレバーを閉じます。

e. CPUモジュールを静電気防止マットの上に置きます。

2
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サーバーのラックへの設置
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シャーシの前方から電源装置 4台を取り外します。

a. ハンドルをつまみ、レバーを取り外します (1)。

b. レバーを引いて、電源装置 (2)を取り外します。

c. 電源装置をシャーシ (3)から引き出します。

シャーシの背面からPCIe ExpressModuleを取り外します。

上部ベイは、シャーシを動かす時にハンドルとして使用できます。

注意 –リフト装置の歯をこれらのオープンベイに挿入しないでください。厳重な、修
復不能な損害が起こるおそれがあります。

2
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4

サーバーのラックへの設置
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a. すべてのPCI EMカードにスロット位置をマークします。

注意 –システムエラー防止のため、PCIe EMカードを元の位置に戻す必要がありま
す。シャーシから取り外す前に、PCIe EMスロットの位置に印を付けておいてく
ださい。

b. レバーを回して、モジュール (1)を取り外します。

c. モジュールをシャーシ (2)から引き出します。

必要に応じて左上のファンモジュール (FM2)を取り外します。

留め具 (1)を押してファンモジュール (2)を取り外し、シャーシ (3)から引き出しま
す。

凹部は、シャーシを動かす時にハンドルとして使用できます。

注意 –リフト装置の歯をこれらのオープンベイに挿入しないでください。厳重な、修
復不能な損害が起こるおそれがあります。

1

2

5
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21ページの「角穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」

30ページの「丸穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」

20ページの「サーバーに部品を再取り付けする方法」

▼ サーバーに部品を再取り付けする方法
15ページの「部品を取り外して軽量にする方法」では、サーバーから部品を取り外
す方法を説明しました。サーバーをラックに設置した後、部品を再取り付けする必
要があります。

15ページの「部品を取り外して軽量にする方法」の逆の手順で行ってください。

1

1

3

2

参照
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注意 –すべてのCPUモジュールと PCIe EMモジュールを、元の位置に戻す必要があ
ります。そうしないとシステム障害が発生する場合があります。

▼ 角穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法
ラック搭載キットは、アダプタブラケット、後側ブレース、棚レール、ケージ
ナット、およびネジで構成されています。

注意 –サーバーは、部品が完全に取り付けられた状態で約 180ポンド (100 kg)の重量
があります。怪我や装置の破損を防ぐために、機械式リフトを使用してラックに
サーバーを取り付けてください。リフトを使用できない場合は、15ページの「部品
を取り外して軽量にする方法」の説明に従って、部品を取り外します。これに
よって重量が 80ポンド (45 kg)まで低減します。

装置は常にラックの底部から上へと取り付け、ラックの上が重くなって転倒しない
ようにします。装置の取り付け時にラックが転倒しないように、ラックの転倒防止
バーを配備します。

注 –丸穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置するには、30ページの「丸穴型
ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」を参照してください。

この作業では次のネジとコネクタが必要です。

機能 説明

アダプタブラケットを前側ラックポストに取り付け
る

4個のM6 x 12

アダプタブラケットを後側ラックポストに取り付け
る

4個のM6 x 12

ブレースを後側ラックポストに取り付ける 4個のM6 x 10
および 4個のM6ケージナット

レールへの固定ネジ 4個のM4 x 10平頭

必要なネジとコネクタを用意します。

ラックに 5RUのスペースがあることを確認します。

1

2

サーバーのラックへの設置
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角穴型ラック用のアダプタブラケットのセットを選択します。

サーバーには、角穴型ラック (1)用と丸穴型ラック (2)用の 2組のアダプタブラ
ケットが付属しています。角穴型ラック用ブラケット (1)にはネジ山があります。次
の図は例を示しています。

注 –ブラケットの矢印 (3)はブラケットの向きを示しています。すべてのブラケット
は "Top"の矢印 (3)が上を向くように取り付けてください。

3
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ブラケットを前側のポストに取り付けます。

ブラケットの下端がサーバーを取り付ける (5RU)スペースの下端と一致し、"Top"と
記された矢印が上を向くように、ブラケットを配置します。

注 –アクセサリトレイに印刷されているテンプレートは、アダプタブラケットの位置
合わせに役立ちます。

片側で 1本のM6 x 16ネジを使用します。ラックの外側から、ポストの穴を通し
て、アダプタブラケットのネジ穴にネジを通します。

ほかの 2つの穴 (各側)は、後でサーバーのベゼルをラックに取り付けるために使用
します。

ブラケットを後側のポストに取り付けます。

ブラケットの下端がサーバーを取り付ける (5RU)スペースの下端と一致し、"Top"と
記された矢印が上を向くように、ブラケットを配置します。

4

5
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片側で 3本のM6 X 16ネジ (1)を使用して、ブラケット (2)をポスト (3)に固定しま
す。

次の図に示すように、上部後側ブレース (1)をアダプタブラケットのすぐ上のラック
ポスト (2)に取り付けます。

片側 2個のM6ケージナット (4)を取り付け、2本のM6 x 16ネジ (3)で固定します。

1

2

3
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ネジを締め付ける前に、ブレース (1)をできる限り上にスライドさせます。ブレース
の穴は楕円形なので、ネジが緩んでいると少しだけ上下に動かすことができます。
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左右の棚エクステンダ (2)を棚レール (3)に固定している 6本のネジ (1)を外し、棚エ
クステンダを取り外します。

ラックにサーバーを設置する前に、棚エクステンダを外す必要があります。棚エク
ステンダはほかの製品に使用します。

1

2
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棚レールをラックに取り付けます。

棚レールをラックに合わせて拡張して (1)、アダプタブラケット (2)のスロットに取
り付けて、所定の場所に収まるようにします (3)。

棚レールの向きが正しいことを確認してください。レールには "FRONT LEFT"および
"FRONT RIGHT"と表記されています。

2

2

1 3

3

8
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4本のM4 X 10平頭固定ネジ (1)をアダプタブラケットに差し込みます。
これにより、何かのはずみで棚レールがアダプタブラケットから外れることがなく
なります。

1

1

9
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39ページの「サーバーをラックに挿し込む方法」

▼ 丸穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法
ラック搭載キットは、アダプタブラケット、後側ブレース、棚レール、ケージ
ナット、およびネジで構成されています。

注意 –サーバーは、部品が完全に取り付けられた状態で約 180ポンド (100 kg)の重量
があります。怪我や装置の破損を防ぐために、機械式リフトを使用してラックに
サーバーを取り付けてください。リフトを使用できない場合は、15ページの「部品
を取り外して軽量にする方法」の説明に従って、部品を取り外します。これに
よって重量が 80ポンド (45 kg)まで低減します。

装置は常にラックの底部から上へと取り付け、ラックの上が重くなって転倒しない
ようにします。装置の取り付け時にラックが転倒しないように、ラックの転倒防止
バーを配備します。

注 –角穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置するには、21ページの「角穴型
ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」を参照してください。

この作業では次のネジとコネクタを使用します。

機能 M6ラックの説明 10-32ラックの説明

アダプタブラケットを前側ラックポスト
に取り付ける

4個のM6 x 12 4個の 10-32 x 10

アダプタブラケットを後側ラックポスト
に取り付ける

4個のM6 x 12 4個の 10-32肩付きネジ

ブレースを後側ラックポストに取り付け
る

4個のM6 x 10 4個の 10-32 x 10

レールへの固定ネジ 4個のM4 x 10平頭 4個のM4 x 10平頭

必要なネジとコネクタを用意します。

ラックに 5RUのスペースがあることを確認します。

丸穴型ラック用のアダプタブラケットのセットを選択します。
サーバーには、角穴型ラック (1)用と丸穴型ラック (2)用の 2組のアダプタブラ
ケットが付属しています。角穴型ラック用アダプタブラケット (1)にはネジ山があり
ます。丸穴型 (タップ付き)タック用アダプタブラケット (2)にはありません。次の図
は例を示しています。

次の手順

1

2

3
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注 –アダプタブラケットの矢印 (3)はブラケットの向きを示しています。すべてのブ
ラケットは "Top"の矢印 (3)が上を向くように取り付けてください。
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アダプタブラケットを前側のポストに取り付けます。

アダプタブラケットの下端がサーバーを取り付ける (5RU)スペースの下端と一致
し、"Top"と記された矢印が上を向くように、アダプタブラケットを配置します。

片側で 3本のM6 x 12ネジまたは 10-32 x 10ネジを使用します。ラックの内側か
ら、アダプタブラケットを通して、ポストのネジ穴にネジを通します。

注 –アクセサリボックスに印刷されているテンプレートは、アダプタブラケットの位
置合わせに役立ちます。

アダプタブラケットを後側のポストに取り付けます。

アダプタブラケットの下端がサーバーを取り付ける (5RU)スペースの下端と一致
し、"Top"と記された矢印が上を向くように、アダプタブラケットを配置します。

2本のネジ (1)を、ラックの内側から、アダプタブラケットの上端と下端にある穴に
通し (2)、ポストに固定します (3)。

注 –アダプタブラケットの中央のネジは使用しないでください。このネジは、43
ページの「出荷用留め具の取り付けと取り外し」で説明されているオプションの出
荷用留め具キットのために使用します。

■ M6ラックの場合、片側で 2本のM6 x 12ネジを使用します。
■ 10-32ラックの場合、片側で 2本の 10-32肩付きネジを使用します。

4
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次の図に示すように、上部後側ブレース (1)をアダプタブラケットのすぐ上のラック
ポスト (2)に取り付けます。

片側で 2本のM6 x 16ネジまたは 2本の 10-32 x 10mmネジ (3)を使用します。
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ネジを締め付ける前に、ブレース (1)をできる限り上にスライドさせます。ブレース
の穴は楕円形なので、ネジが緩んでいると少しだけ上下に動かすことができます。

3

1

1

3
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左右の棚エクステンダ (2)を棚レール (3)に固定している 6本のネジ (1)を外し、棚エ
クステンダを取り外します。

ラックにサーバーを設置する前に、棚エクステンダを外す必要があります。棚エク
ステンダはほかの製品に使用します。

1

2
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棚レールをラックに取り付けます。

棚レールをラックに合わせて拡張して (1)、アダプタブラケット (2)のスロットに取
り付けて、所定の場所に収まるようにします (3)。

棚レールの向きが正しいことを確認してください。レールには "FRONT LEFT"および
"FRONT RIGHT"と表記されています。
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4本のM4 X 10平頭固定ネジ (1)をアダプタブラケットに差し込みます。
これにより、何かのはずみで棚レールがアダプタブラケットから外れることがなく
なります。

1
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39ページの「サーバーをラックに挿し込む方法」

▼ サーバーをラックに挿し込む方法
30ページの「丸穴型ラックにラック搭載ハードウェアを設置する方法」の手順を実
行します。

サーバーをラックの所定位置まで持ち上げます。

機械式リフトの使用をお勧めします。

注意 –サーバーの重量は 180ポンド (82 kg)です。怪我や装置の破損を防ぐために、機
械式リフトを使用してラックにサーバーを取り付けてください。リフトが利用でき
ない場合は、15ページの「部品を取り外して軽量にする方法」の説明に従って部品
を取り外し、2人でサーバーを所定位置まで持ち上げます。

サーバーを棚レールにスライドして入れます。

注意 –落下に注意してください。ラック内にサーバーの後部が 6インチ (152 mm)を超
えて挿し込まれ、棚レールでしっかりと支えられるまで、サーバーを離さないでく
ださい。ラック内のサーバーの挿し込み距離が 6インチ (152 mm)を超えるまで、棚
レールはサーバーを支えることができません。

注 –サーバーをまだパレットに載せている場合は、そのままの状態でサーバーとパ
レットの両方を機械リフトで持ち上げ、サーバーをパレットから棚レールにスライ
ドさせてもかまいません。

次の手順

始める前に

1

2
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図に示されているように、4本のネジを使用して、サーバーの正面ベゼルをラックの
前面に取り付けます。

■ 角穴型ラックの場合、4本のM6 x 16ネジを使用します。
■ 丸穴型ラックの場合、4本のM6 x 12ネジまたは 4本の 10-32 x 10ネジを使用しま
す。

注 –角穴型ラックでは、ネジをラックとネジ穴を通してアダプタブラケットに固定し
ます。丸穴型ラックでは、ネジをラックのレールに固定します。

後側ブレースをサーバーのシャーシと密着するように移動します。次の図は例を示
しています。

システムの後側から以下を行います。

a. ネジを弛めます (1)。

b. ブレースを下にスライドさせます (2)。

c. ネジを締め付けます (1)。
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部品をサーバーから取り外してある場合は、サーバーをラックに設置した後で再度
取り付けます。15ページの「部品を取り外して軽量にする方法」を参照してくださ
い。

15ページの「部品を取り外して軽量にする方法」

出荷用留め具の取り付けと取り外し
ラックに設置された状態でサーバーを出荷する場合は、出荷用留め具で支えられて
いる必要があります。

■ ラックに設置された状態でサーバーを受け取った場合は、稼働させる前に前部の
出荷用留め具を取り外す必要があります。後部の留め具は、外しても外さなくて
もかまいません。47ページの「出荷用留め具を取り外す方法」を参照してくだ
さい。

■ ラックに設置された状態でサーバーを出荷する場合は、43ページの「出荷用留
め具を取り付ける方法」を参照してください。

出荷用留め具付きでサーバーを注文した場合、サーバーはアクセサリトレイに入れ
て出荷されます。

▼ 出荷用留め具を取り付ける方法
この手順では、ラック搭載キットに取り付けられているシステムに留め具を取り付
ける方法を説明します。

次の図では出荷用取り付け具キットが示されています。

5

参照
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各部の説明

1 前面出荷用留め具。

2 ネジとケージナット。キットには、2セットのネジ (M6と 10-32)とケージ
ナットが含まれます。ケージナットは Sun Fire X4800 M2サーバーでは使用し
ません。

3 背面下部出荷用留め具。

ベゼルの下部をラックに固定している 2本の (短い)ネジを外します。

サーバー下部の補強フランジを使い、前面固定部品 (2)をサーバーの正面に挿し込み
ます。

次の図は例を示しています。

2本の長いネジ (M6 x 25または 10-32 x 1) (1)を使用して、出荷用留め具 (1)を
サーバーの正面に固定します。
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注 –前面出荷用留め具には、使わないネジを保管するための 8つのネジ穴 (3)があり
ます。出荷用留め具が取り付けられていないときは、留め具は取り付けに使用する
長いネジを保持しています。出荷用留め具が取り付けられているときは、取り付け
る前に使用されていた短いネジを保持しています。

出荷用留め具の空いている格納穴に、短いネジを挿し込みます。
このネジはここに格納され、出荷用留め具を再度取り外す場合に使用します。

角穴型ラックの場合、後側アダプタブラケット (2)を所定の位置に固定している下部
のネジ (1)を外します。次の図は例を示しています。

注意 –上部のネジ (3)が確実に締め付けられていない限り、下部のネジを外さないで
ください。そうしないと、サーバーが落下するおそれがあります。
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図に示すように、側面パネルを上に向けて、後側下部ブラケット (1)をサーバーの背
面の下に挿入します。

4本のネジ (2)を使用して、ラックに固定します。これらのネジは最後まで締め付け
ないでください。ブラケットを保持できる程度には締め付ける必要があります
が、まだブラケットが少し動く状態にしておきます。

■ 角穴型ラックの場合、手順 5で外した 2本のネジを使用します。
■ 丸穴型ラックの場合、10-32 x 10またはM6 x 12のネジを使用します。
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ポストに留め具を固定しますが、少し動くように弛めておきます。

留め具を上に押してサーバーの底面に密着させた後、留め具を固定しているネジを
最後まで締め付けます。

必要があれば、留め具が動くようにいったんネジを弛めた後、サーバーの底面に留
め具を押し付けてからネジを締め付けます。

注意 –輸送中にサーバーが損傷しないよう、底面出荷用留め具をサーバーの下面に
しっかりと固定する必要があります。

▼ 出荷用留め具を取り外す方法
この手順では、出荷用留め具を取り外す方法を説明します。

出荷用留め具キットは、前面留め具、背面下部留め具、およびラックに固定するた
めのネジで構成されています。

7
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各部の説明

1 前面出荷用留め具

2 ネジとケージナット。キットには、2セットのネジ (M6と 10-32)とケージ
ナットが含まれます。ケージナットは Sun Fire X4800 M2サーバーでは使用し
ません。

3 背面下部出荷用留め具

1

2

3
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前面固定部品 (2)をサーバーの正面に固定している 2本のネジ (1)を外します。

1

2

1

2

1
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ラックに合うネジを出荷用留め具の前面で探し、それを使用してベゼルをラックに
固定します。

前面出荷用留め具には、未使用のネジ (M6と 10-32が各 4つ)が格納されているネジ
穴が 8つあります。ラックのネジ穴に合うねじを取り外し、サーバーをラックに固
定するために使用します。

手順 1で取り外した長いネジを、出荷用留め具の一致する空いている穴に挿し込み
ます。

このねじはここに格納され、出荷用留め具を再度取り付ける場合に使用します。

1

1

2

3
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背面下部固定部品 (2)をサーバーの背面に固定している 4本のネジ (1)を外します。

手順 4で外した 4本のネジを元に戻します。

1

2

1

4

5
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